
御船町立滝尾小学校 学校だより
第４6号 令和３年３月19日（金）
たきおっ子の生活信条：
「たのしく、きたえて、おおらかに」
学級数７、在籍児童数：５５名

～一人一人が輝き、「笑顔」あふれる滝尾小～ 文責：（校長）河地浩太郎

最後の一週間
４月に３日間登校したあと、二か月の休校を経た後の６月からスタートした令和２年度もやがて

終わろうとしています。子どもたちが学校に来るのも、いよいよ残り２日間だけとなりました。学
習のまとめや３学期の振り返りも終わり、あとは卒業式と修了式を迎えるだけです。子ども達にと
っても、保護者の皆様にとっても今年は例年と違う一年になりました。私達職員にとっても同様で
した。「三密」「マスク着用」「手指消毒」「検温」という言葉が日常化し、いろいろな場面で感染症
対策をし、なんとか教育活動を進めることができました。例年通りとはいきませんでしたが、
それぞれの場面で、子どもたちはよくがんばり、それなりの成果も見られたと思います。
あと二日間、みんなでゴールできるようがんばっていきます。

震災の記憶を忘れない
３月１１日は、東日本大震災から１０年目の節目の年となりました。テレビや新聞でも特集の番組

が放送されたり記事が掲載されたりしていました。それを目にするたびに、地震や津波の恐ろしさを
思い出すとともに、そこから学べる教訓を大切にして後世に伝えていかねばならないと感じました。
熊本でも、つい先だって震度４（御船町は３）の地震が発生しました。熊本地震から５年も経つと、
その記憶がだんだん薄れてしまっているような気がします。大切な事は、「災害を忘れず備えておく
こと」「日頃からのつながり（コミュニケーション）を大切にすること」などを今一度認識したいも
のです。裏面に、３月１４日に、御船町スポーツセンターの広場で行われた「御船町復興住民交流会」
で、５年生の園田愛華さんが発表した作文を掲載しています。今の私達がすべきことは何か。そのこ
とを教えてくれる作文です。ぜひ、家族のみなさんで読んでいただけたらと思います。

たきおっ子

卒業プロジェクト完結 !！

今年の６年生が取り組んでくれた「卒業プロジ
ェクト」は、これまでもいくつか紹介しましたが、
上の２枚の写真はその完結編です。左は、１階男
子トイレの目隠しのためののれんです。６年生の
イニシャルが刺繍されています。右側は、６年生
と齋藤先生が手作りで作ってくれた「滝シシ・滝
シカ」のマスコット（ぬいぐるみ）です。とても
かわいいです。６年生のがんばりに、本当に感謝
です。ありがとう６年生。

「お手伝い名人」の推薦、ありがとうございました
先週、保護者の皆様にお願いしましたところ、

たくさんの推薦がありました。お風呂掃除、洗
濯ものたたみ、床の拭き掃除、兄弟姉妹のお世
話、料理など、子どもたちがたくさんお手伝い
をしていることがわかり、とてもうれしくなり
なりました。春休みもぜひ続けてくれたらと思
います。※下記の人たちに名人の認定証を渡します。

１年 宮本 仁さん 歌野光記さん
日田柊海さん 穴井愛翔さん

２年 千代島優さん ４年 藤岡凌雅さん
七村知輝さん 桑原奏音さん
藤岡大悟さん 桑原凛音さん
福島紫織さん ５年 錦戸大晟さん

３年 井上奈々さん 溜凛太郎さん
遠藤百華さん 福島美織さん
川端希歩さん 藤川優依さん

６年 作田唯海さん

今年の図書貸出状況
本の貸出しが先週で終了し、年間の貸出し冊数

が下記のとおりになりました。子どもたちが本当
に本をよく読んだ一年になりました。
年間貸出し総数８，００５冊（一人平均142冊）
※この他に、学級文庫の本もよく読んでいました。
裏面に多読者を紹介しています。

お世話になりました
３月１２日付熊本日日新聞にも掲載されてい

ましたが、これまで御船町教育長をされていた
本田惠典様が、３月末をもって退任されること
になりました。後任は、現教育指導主事の上杉
奈緒子先生です。本田様には５年８カ月という
長きに渡り、御船町の教育のためにご尽力いた
だきました。本当にありがとうございました。
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〔図書関係〕
【年間多読者：「読書名人」】 ２年 角谷竜弥さん 40冊 山田煌士さん 27冊
１年 増田紗依さん ２０６冊 佐藤史龍さん 40冊 ４年 靍田夢依さん 22冊
２年 福島紫織さん ４２０冊 地部瑚乃実さん40冊 ５年 井上佳音さん 18冊
３年 溜 結菜さん ２０２冊 千代島優さん 40冊 横山眞央人さん16冊
４年 藤岡凌雅さん １４４冊 七村知輝さん 40冊 ６年 作田唯海さん 12冊
５年 井上佳音さん ２２５冊 福島紫織さん 40冊 藤田もえさん 13冊
６年 星野仁葉さん ２３３冊 藤岡大悟さん 40冊

【学級文庫多読者 松下庵菜さん 40冊
：「学級文庫読書名人」 横山沙恵來さん40冊

１年 園田瑛太さん 31冊 ３年 井上奈々さん 54冊
増田紗依さん 31冊 上田華菜恵さん40冊

松本絆那さん 21冊




